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１.開催趣旨： 

 平成24年は６月に障害者総合支援法が成立し平成２５年４月からの施行となりまし

た。また、内閣府に障害者基本計画への意見具申や計画の実施状況の監視・勧告を目的

とした「障害者政策委員会」が中央障害者施策推進協議会と障がい者制度改革推進会議

の統合により設置され、本年度を前後半に分け６つの小委員会で検討が進められていま

す。さらに、障害者権利条約の批准に必要とされる差別禁止法についても、平成25年

の通常国会への法案提出を目指して具体的な検討が進められているなど、障害保健福祉

施策に大きな動きのある年となっています。 

本会がこれまで重点として取り組んできた障害者の地域での質の高い暮らしの実現は、

このような障害者をめぐる制度や政策の検討においても中心的課題とされ、障害者一人

ひとりのニーズに応じたサービスを提供していくことが課題とされています。 

本研究会議は、こうした状況を踏まえつつ、障害者の地域生活を支えるサービスの課

題と今後の展望について研究・協議することを目的に開催します。 

 

２.主 催： 

全国社会福祉協議会 全国身体障害者施設協議会（地域生活支援推進委員会） 

 

３.期 日： 

平成2５年１月31日（木）～２月１日（金） 

 

４.会 場： 

TIME24ビル ２階 201研修室 他 

〒135-8073 東京都江東区青海2-4-32 

  TEL：03-5530-5010／FAX：03-5530-1222 

 

５.参加者： 

200名 

 

６.参加費： 

（１） 参加費     12,000円（受講料及び資料代） 

（２） 情報交換会費   7,000円（希望者のみ参加） 

 

７.参加対象： 

全国身体障害者施設協議会の会員施設の役職員、および会員施設（加入予定の施設を

含む）を母体とする地域生活支援に関わるサービス事業所の役職員等 

第12回 地域生活支援推進研究会議 
開 催 要 綱 
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８.プログラム： 

 時間 プ ロ グ ラ ム 内 容            （敬称略） 

１
日
目 

13:00～13:10 

（10分） 

開会あいさつ  

全国身体障害者施設協議会 

 会長 日野 博愛 

13:10～14:00 

（50分） 

行政説明 「障害者施策の動向」～相談支援活動の充実を中心に～ 

厚生労働省社会・援護局 障害保健福祉部 
平成24年4月に施行された改正自立支援法では、新たに相談支援の充実が図ら

れ、計画策定やモニタリングが取り入れられることとなるとともに、対象も大

きく拡大されることとなりました。本講義では、相談支援の充実を図る意義や

その展開手順、実施上のポイントなどについて説明いただきます。 

14:00～15:00 

（60分） 

基調報告 「身障協が目指す地域生活支援」（仮） 

全国身体障害者施設協議会 

 副会長 眞下 宗司 
本研究会議のテーマである地域移行支援の推進において、重要な取り組みと

考えられる「相談支援」「医療的ケア」「グループホーム・ケアホーム」の取り

組みに焦点をあてて、身障協の考え方等について報告します。 

15:00～15:20 

（20分） 

【分科会オリエンテーション】 

全国身体障害者施設協議会 

地域生活支援推進委員会委員長 中田 義則 
◇分科会の構成・実践報告や討議テーマの設定について説明します。 

15:20～15:40 

（20分） 
移動・休憩 

【分科会】① 

◇第１分科会「相談支援事業の充実・展開と地域でのネットワークづくり～相談支援事業の充実と課題」 
障害者自立支援の改正で本年4月より大きく変更された相談支援事業は、サービス利用計画の策

定やモニタリングなどをとおして、より利用者のニーズに即したサービスについてその内容や提

供方法を検討し質の向上を図るための機会でもあります。本分科会では、そうした視点から相談

支援事業の意義をとらえなおすとともに、これから取り組むところには取り組みの方法や取組に

あたっての疑問の解決を、既に取り組んでいるところには、実施におけるノウハウと課題の共有

をすすめ、解決のヒントを見つけ出すことを目的として研究を深めます。 

 

◇第２分科会「日中活動等におけるサービスプログラムの工夫～医療的なケアの充実～」 
平成24年度より研修を受けた介護職員等が一定の要件のもとで喀痰吸引等の医療的ケアが行え

るようになりました。これにより、地域で生活する者の日中活動の場の利用者拡大や提供するサ

ービスの充実も図られることになります。しかし、不特定多数の利用者への医療的なケアについ

ては、職員間の協力や連携だけでなく、居宅においてケアを行っている家族との情報共有やケア

の方法の共有を進める必要があります。また、ケアが行える職員の確保や医療職との連携、安全

な実施体制の整備など、留意しなくてはならない課題が多くあります。本分科会では、地域生活

支援の流れの中から日中活動における医療的ケアの充実に着目して研究を深めます。 

 

◇第３分科会「身体障害者の住まいの場～グループホーム・ケアホームで暮らす～」 
施設での生活と地域での生活をつなぐサービスとしても活用されるグループホームやケアホー

ムは、地域生活支援を推進するにあたって重要な機能を担っています。平成25年度から施行され

る障害者総合支援法では、両者の一本化も打ち出されており、今後ますますその機能の充実が望

まれます。本分科会では、特に身体障害者の地域生活を推進する視点からグループホーム・ケア

ホームでの生活をとらえ、そこに求められる機能の充実図ることを目的として研究を深めます。 
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15:40～17:40 

（120分） 
【実践発表】（３発表×３分科会）】 

（１発表30分＋質疑応答・意見交換10分） 
実践発表者は公募により決定 

17:40～18:00 

（20分） 
移動・休憩  

18:00～   

情報交換会（希望者のみ参加） 
全国各地からの参加者の交流により、研修会終了後もお互いの施設の取り組

みやケアの質の向上に係る情報、施設間の交流などを行うネットワークづくり

を目的に開催します。（名刺をたくさん持参のうえご参加ください。） 

２
日
目 

【分科会】② 

9:00～12:00 

 

（180分） 

【グループ討議・報告】 
◇グループ討議のテーマについて検討を行います。

また、検討内容について報告を行い分科会参

加者で検討内容の共有を図ります。 
◇報告では、グループごとに討議内容を報告し、

質疑応答により分科会全体で討議内容を共

有します。 

進行： 

 地域生活支援推進委員会委員 

12:00～12:20 
（20分） 

【分科会総括】 
◇分科会報告の内容を踏まえ、地域生活支援

推進委員会委員の進行で分科会の総括を

行います。 

12:20～12:25 

（5分） 
閉会あいさつ 

（各分科会場で実施） 

地域生活支援推進委員会委員 

※第１分科会・第３分科会は、①事業立ち上げ後間もない事業所、および今後立ち上げを検討して

いる事業所、 ②事業立ち上げ後ある程度の期間が経過している事業所、でグループ分けをして運

営します。 

※分科会の内容については、機関誌「身障協」で報告します。
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９.分科会での実践発表の募集： 

 会員施設の皆様から分科会での実践発表を募集します。 

テーマ 

◇第１分科会 

「相談支援事業の充実・展開と地域でのネットワークづくり～相談支援事業の充実と課題」 

◇第２分科会 

「日中活動等におけるサービスプログラムの工夫～医療的なケアの充実～」 

◇第３分科会 

「身体障害者の住まいの場～グループホーム・ケアホームで暮らす～」 

発表数 
各分科会３発表（３分科会合計９発表） 

※ 応募多数の場合は、地域生活支援推進委員会において選考いたします。選考結

果によっては、発表することができない場合があることを予めご了承ください。 

発表時間 ４0分（発表３0分＋質疑応答・意見交換10分） 

応募方法 

◆ 別紙「実践発表応募用紙」に必要事項を記入し、下記身障協事務局宛に 

「ＦＡＸ」または「電子メール」で送信してください。 

①ＦＡＸ： 03-3581-2428 

②メール： info@shinsyokyo.com 

※メールで送信いただく場合は、タイトルを「第12回地域生活支援推進

研究会議実践発表応募用紙提出」としてください。 

◆ 応募用紙は、身障協ウェブサイト（http://www.shinsyokyo.com/）の

「研修会・セミナー・大会情報」からダウンロードできます。 

◆ 選考結果を12月下旬までに発表申込施設の施設長に通知します。発表が決

まった方は、平成２５年１月1６日（水）までに事務局に発表資料を提出し

てください。 

締 切 平成2４年12月2５日（火）※期限厳守 

 

10.参加申込方法等： 

（１）参加申込方法： 

別紙「参加・宿泊・情報交換会等のご案内＊」において詳細をご確認いただき、

「参加・宿泊・情報交換会等の申込書＊」に必要事項等を記入の上、下記「名鉄観

光サービス（株）新霞が関支店」に郵送又はFAXにてお申込ください。 

【お申込先】 

  名鉄観光サービス㈱ 新霞が関支店（担当：下枝・岸浪） 

  〒100-8980 東京都千代田区霞が関３－３－２ 新霞が関ビルLB階 

  ＴＥＬ：03-3595-1122 ＦＡＸ：03-3595-1119 

（２）参加券等の送付： 

参加券につきましては、お申込み後、開催の1週間程度前までに「名鉄観光サー

ビス㈱新霞が関支店」よりお送りいたします。なお、その際、振込用紙も同封致し

ます。到着後、お振込みお手続きをお願い致します。 

（３）申込締切日：平成2５年１月11日（金） 
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（４）参加申込の取消し： 

参加申込の取消し等は、平成2５年１月16日（水）までに連絡のあった場合には

参加費（12,000円）を返却いたします。それ以降の取消しの場合は、原則として

参加費の返却はいたしません。資料の発送をもってかえさせていただきますので、

あらかじめご承知おきください。 

 

宿泊費や情報交換会費の返却は別紙「参加・宿泊等のご案内＊」によります。 

なお、参加者の変更等がある場合につきましては、「名鉄観光サービス㈱新霞が関

支店」に書面（FAX等）にてご連絡ください。 

  ＊「参加・宿泊・情報交換会等のご案内、申込書」「参加・宿泊等のご案内」は、「実

践発表応募用紙」と同様、身障協ウェブサイトからのダウンロードが可能です。 

 

11．個人情報の取扱いについて 

「参加・宿泊等の申込書」に記載いただいた個人情報につきましては、申込受付等

委託業者（「名鉄観光サービス㈱新霞が関支店」）と、事務局（全国身体障害者施設協

議会）において共同利用させていただきます。 

個人情報は参加申込受付、参加者管理、参加にあたり希望される宿泊等のサービス

提供、および研修会運営に必要な範囲内で使用いたします。 

参加者名簿の作成について 

事務局において、参加者同士の交流に資するため、また参加状況を把握するため、申

込書をもとに参加者名簿（都道府県、施設名、参加者氏名、役職名）を作成し、当日参

加者に配布いたします。趣旨をご理解の上、ご協力のほど宜しくお願いいたします。な

お、名簿への記載を希望されない場合は、申込書の「備考欄」にその旨ご記入ください。 

 

12.事務局（プログラムに関する問い合わせ先） 

全国身体障害者施設協議会〔担当：小川、長野、武井〕 

〒100-8980 東京都千代田区霞が関3-3-2 新霞が関ビル 

全国社会福祉協議会 高年・障害福祉部内 

TEL 03-3581-6502 (代表)/ FAX 03-3581-2428 
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13.会場案内 

タイム24ビルアクセス図 

〒135-8073 東京都江東区青海2-4-32 TEL：03-5531-0024） 

●ゆりかもめ「テレコムセンター駅」下車、徒歩約２分 

●りんかい線「東京テレポート駅」下車、無料循環バスにて 

約３分（平日のみ運行） 

  ●タクシー利用の場合は、両駅から約１～３分 

（710円～800円程） 

 

【東京テレポート駅】 

無料循環バス乗場（６番のりば） 

無料循環バス時刻表 

（東京テレポート駅⇔タイム24ビル） 

○東京テレポート駅発 

 11：11・11：27・11：43・11：59 

・12：16・12：36・12：56 

    ※上記以外の時間帯にも、バスは運行しています。 

 

 

【タイム24ビル周辺】 

無料循環バス乗場図 

○タイム24ビル発 

   17：04・17：12・17：20・17：28 

・17：34・17：39・17：44・17：49 

   ※上記以外の時間帯にも、バスは運行しています。 

 

 

 

【東京駅・羽田空港からのアクセス】 

東京駅から（所要時間：約45分） 

     ＪＲ山手線  （乗換）  ゆりかもめ                徒歩２分 

東京駅 ＝＝＝＝＝＝ 新橋駅 ＝＝＝＝＝＝＝ テレコムセンター駅・・・・・タイム24ビ

ル 

         運賃：130円        運賃：370円 

羽田空港から（所要時間：約50分） 

       東京モノレール  （乗換）   りんかい線             循環バス３分 

羽田空港駅 ＝＝＝＝＝＝ 天王洲アイル駅 ＝＝＝ 東京テレポート駅 ＝＝＝＝＝ タイム

24ビル 

            運賃：470円          運賃：200円 

 


